
　令和６年度に西濃環境整備組合で処理された大野町の可燃ごみの排出量は４，１５８トンでした。
　そのうち、種類別に分析すると生ごみが占める割合は８．３％。成分別では水分が４１．８％でした。
　今後、ごみの減量を進めるためには、一人ひとりがごみの減量（リデュース）、再利用（リユース）、再資源
化（リサイクル）の３R の行動が必要です。
◎家庭ごみの削減のための取り組み
　①　生ごみの水切りをする
　　・乾いた料理くず用の入れ物を用意する
　　・水切りネットを活用する
　　・捨てる前に乾燥させる
　②　生ごみ処理機等の補助制度
　　・�電気式生ごみ処理機（ディスポーザー式を除く）およびコンポスト容器
　　・�一世帯に１個（セット）の生ごみ処理機等本体の購入金額（税込み）

の２分の１以内（１００円未満切捨）で、５万円を上限とします。
　　・�生ごみ処理機等を購入してから半年以内に申請が必要です。

　　※町では生ごみ処理機等の補助事業を
　　　チラシで案内することはありません。

○ 最適な保存場所に
　　▶保存方法に従って最適な場所に保存
○ すぐ下処理して適切に保管
　　▶すぐに食べる予定のない場合は、１回に食べる量で小分けにして冷凍
○ ローリングストック法
　　▶普段食べている食品を少し多めに買い置きして、食べたらその分を買い足す
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水切りだけでも効果絶大！

問合せ先  環境生活課　☎ ３５-５３７２

生ごみの水切りをしましょう！

今日から実践！
食品ロス削減！
（家庭・保存）
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